
【　高額介護（介護予防）サービス費とは？　】
同じ月内に利用した、介護保険サービス（在宅サービスや施設サービス）の利用者負担の合計額が、上限額を超えた場合、申請によりその超えた分が高額介護（介護予防）サービス費として支給（払い戻し）されます。

なお、申請は初回のみ必要で、以後は高額介護（介護予防）サービス費に該当する場合は、申請時に指定されました口座に自動的に振り込みされます。
　
	　　　　　　　介護給付（7割～９割）　　　　　
	 利用者負担（１割～３割）

	

	

	
	
利用者負担上限額
	





利用者負担上限額は、その方の収入等によっていくつかの段階に分かれます。
	利用者負担段階区分
	上限額（月額）

	課税所得690万円（年収約1,160万円）以上
	140,100円（世帯）

	課税所得380万円（年収約770万円）～課税所得690万円（年収約1,160万円）未満
	93,000円（世帯）

	市民税課税であり、課税所得が380万円（年収770万円）未満
	44,400円（世帯）

	世帯の全員が市民税非課税の方
	24,600円（世帯）

	世帯の全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と公的年金収入額の合計が年間80万円以下の方等
	24,600円（世帯）

15,000円（個人）※

	生活保護を受給している方等
	15,000円（個人）


※「世帯」とは、住民基本台帳上の世帯員で、介護サービスを利用した方全員の負担の

　　　　　合計を指します。

※「個人」とは、介護サービスを利用したご本人の負担の上限額を指します。
（施設や在宅での介護サービス費の費用）








※対象とならないもの


・食費及び居住費（滞在費）


・住宅改修費、福祉用具購入費


・日常生活費等介護保険非適用の費用


・支給限度額を超えて利用した際の利用者負担額





高額介護（介護予防）サービス費としての払い戻し








